
 

 

無届け就業と事務局への報告について （就業後ではなく、就業前に連絡をお願いします）

 

   

 



     

    
    
  感染拡大を抑えながら、社会経済活動を回していくようになりましたが、西部地区での感染が 
  まだ多い状況にあります。感染した場合等の対応について改めて、再度周知いたします。 
   
           
   ①発熱した                      会員の行動制限はありません。 
   ②事務局及び発注者に電話  ※就業を見合わせる 
   ③医療機関を受診 
   ④保健所の指示により PCR 検査 
   ⑤検査結果を事務局及び発注者に電話 
     ※検査結果の報告が遅れると、就業先の施設が営業を停止（施設閉鎖）されたり 
      関係者に感染が広がる恐れもありますので、就業先には検査結果が出れば 
      すぐに電話で連絡をしてください。 
  
  
   同居の家族が発熱し PCR 検査で陽性と診断されると、会員は濃厚接触者となります。 
   就業の見合わせが必要となりますので、事務局及び発注者に電話をしてください。 
 
 
  
 
 
 
 
 

   のシルバー人材センターで発生した重篤事故（令和４年３月） 
 
  

 
     
       
     （※）他人に降りかかった不幸や苦しむ姿をみて、 
        明日は自分に起こりえることかもしれないから用心せよ、という教え 
 
 
１．男性 84 歳 死亡 ［安全帽・安全帯着用］ 
  伐採作業中、チェーンソーが跳ね返り右膝付近に当たり切傷し、出血性ショックで死亡した。 
 
  【概要】 
    モチノキの木を伐採していた際、チェーンソーのキックバックにより、 
    右足下腿部を切り、出血性ショックで亡くなった。 
     
  【原因】  
    キックバックの危険性を常に注意しながら細心の操作が 
    必要であるにも関わらず、注意散漫となり、 
    キックバックを発生させてしまった。 
    防護衣は未着用であった。 
 
２．男性 74 歳 入院 ［安全帽着用］ 
  伐り倒した木に登って枝を切り落とす作業をしていた際、誤って転落し刈払いした細竹の切り株が 
  左目の上部に刺さり、負傷したとのことであった。また、相方が到着するまでの約３０分(推定)は 
  １人で作業を行っていたとのことであった。 
 
３．女性 71 歳 死亡 ［徒歩で就業途上］ 
  歩行中に南から左折しようとした自動車に巻き込まれ引きずられ頭部挫傷で死亡した。 
   
４．男性 71 歳 死亡 ［安全帽着用］ 
  高さ７ｍ程の傾斜地の中腹を下りようとしたときにバランスを崩し前のめりに駆け下りるような形で 
  斜面下の遊具を囲っている鉄パイプの柵に腹部を強打し腹部打撲の内臓損傷により死亡した。 
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